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   This report deals with a case of leiomyoma arising in the right retroperitoneal space in 
a 74 years old Japanese female. The tumor, 840 grams in weight, 15 x 18  x  13  cm in size, 
with irregular nodular surface and partly adhered to  vena cava, was successfully removed 
together with a part of the wall of vena cava. The postoperative course was uneventful and 
the patient has been in good health up to the present time, that is for about a year after 
surgery without any evidence of recurrence. 
   The domestic literatures have  been reviewed and 15 cases of smooth muscle tumors of 
the retroperitoneal space were collected and tabulated (Table 2). Twelve of them were 
malignant (leiomyosarcoma) while the  remaining three were of a benign nature.
緒 伽言
岩手医科大 学泌尿器科 において,最 近74才の
女性 に見 られた後 腹膜滑平筋腫 の1例 を経験 し
たので,こ こにその概 略を報告 す る.な お,若
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尿 検 査 所 見.蛋 白(±),沈 渣 に 著 変 を認 めな い.
腎 機 能検 査.Fishberg濃縮 試 験 ・
最 高 比 重1.016.
PSP15分17%,30分32%,120分41%.







































後腹膜 滑平筋腫 瘍 の発生頻度 を内外 の文献に
よつ て 見 ると 比較 的 稀 なもの の ようである.
GoldenandStout6,(1941)は消化管 の ものを
含 めて.9例を文 献か ら集 めてい るにす ぎない.
Whiteeta126}は1953年に発表 したその報告 の
なか で後腹膜 腔の ものの第4例 目とされた記載
を行つ ている.そ の後Northi8}(1960)及び
McNaughtoneta113,(1960)の1例報告が あ






























































*集 計 した もの でDonnelly,Newman&Pinck.Ackerman,Pack&Tabah等の 報 告 例 を 含 む.
()内 の 数字 は報 告 例 数 中 の 良性 の もの,即 ち滑 平 筋 腫 の 例数,他 は 悪 性 の もの で あ る.
大堀 ・小柴 ・後藤一後腹膜滑平筋腫の1例
例数にっいては,い くつかの報 告が あ り そ れ
によつ てみ ると次 の ごと くであ る.Donnelly5,
(1946)の95例の後腹膜腫瘍 の うちには1例 も
なく,NewmanandPincki6)(1950)の33例,
∫ohnsoneta19)(1954)の75例中 に各1例 がみ
られたのみ であ り,ま たPackandTabah19)
(1954)の120例中には7例(良 性2例,悪 性5
例)報 告 され,Ackerman1)(1954)の340例中




い るもの であるが,688例 の後腹膜腫瘍中 の44




平滑筋肉腫 の1例 をみ るのみであ り,そ の 後
楠10》(1961)が安藤 の集計 に17例を加えた351
例中 に も1例 報告 されてい るのみで,両 者 は同
例 であろ うと思わ れる.ま た,滑 平筋腫 として




L手 島 宰三 ・他
2.溝口 実
3.浜 龍 治 ・他
4.高田光也 ・他
5.重森 仙 蔵 ・他
6.野口 正 ・他
7.田村 通 男 ・他
8.村上 精 次 ・他
9.林威 三 雄 ・他
10.松本 和 夫
11.吉田信 夫
12.東大 木 本外 科
13,〃































病 理 診 断
滑 平 筋 腫
滑 平 筋 腫
(一部肉腫化)
滑 平 筋 肉 腫
滑 平 筋 肉 腫
滑 平 筋 腫
滑 平 筋 腫
(悪性変化を伴う)
滑 平 筋 肉 腫
滑 平 筋 肉 腫
滑 平 筋 肉 腫
部位,大 きさ 臨 床 経 過
滑 平 筋 肉 腫
滑 平 筋 肉 腫
滑 平 筋 肉 腫
滑 平 筋 肉 腫








骨盤部 術後再発 ・転移 ・死亡
左上腹部1胃 穿孔により死亡
祉 腹部,36・9磐 呂玄顯 霧










膜滑平筋 肉腫 の報 告が あ り,良 性 の ものでは手
島24)(1956),重森21)(1960)の後腹膜滑平筋
腫の各1例 をみ るのみ で,著 者 等の例を加 えて
も3例 にす ぎない.著 者等 の集計 に よる と後腹
膜腫瘍 の本邦 報告例 の総 数は577例で,そ の う
ち滑平筋腫瘍は15例(2.6%)で,う ち12例は
悪性 のもので,良 性 のもの,す なわ ち滑平筋 腫
は3例(0.5%)の みで ある.し か し,こ の577
例中 には紡錘形細 胞肉腫15例,多 形 細胞肉腫9
例,円 形細胞 肉腫13例,単 に肉腫 として報告 さ
れた もの28例,筋腫 として報告 された もの3例
が別 々に分類 されてお り,こ れ らの中には精査
に より滑平筋腫瘍 と診断 し得 るものもあろ うか
と思わ れるので,577例中15例(2.6%)とい う
数字 をその まま本邦 におけ る後腹膜滑平筋 腫の
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発生頻度 と判断す るわけには いか ない と思 う.
しか しそれに しても,滑 平筋腫はやは り非常 に
稀 なものと考え られ る.
一般 の滑平筋腫瘍 の悪性化 につ いては,良 性
の滑平筋腫が悪性 化 し,し か してその悪性化率
は大体10%以内 とい うふ うに考 えら れ て い る
が,一 方後腹膜腔の ものに関 しては全 くその逆
で,そ の大多 数が悪性 の もので,良 性 のものは
内外 の集計共 に20%前後にす ぎ な い な お,
EwingやMcFarlandi2)のように,良 性 か ら
悪性化 する との考 えには何 ら確 かな 根 拠 は な
く,多 くは恐 ら くはじめか ら悪性 であろ うとし
ているものもある.
発生年 令に関 しては,本 邦報告例 中で年令記
載の あるもの13例では,生 後46日の乳児 にみ ら
れた とい う高田 ・他22》(1959)の滑平筋 肉腫 の
1例の他 はすべて壮年 期以後の もの で,'30才か
ら74才の間に分布 し,そ の平均年 令は53才であ
る.著 者 等の症例 は重森 ・他21》(1960)の症 例
と並 んで最年長 の ものであ るが,そ のいずれ も
良性 である ことは興味深 い.
性別 では上記 の13例中,女 子8例,男 子5例
であつた.
本腫瘍 の診断に関 しては,吉 田等27)も述べ て
いるように,特 異症状が ないの で,X線 学的諸
検 査に よ り後 腹膜腫瘍 と診断 し得て も,組 織学




















74才の老人(女 性)に み られた後腹膜滑平筋
腫の1例 を報告 した.腫 瘍は重量8409で,一
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